
私たちは、病める人の気持ちを理解し、信頼され、
選ばれる病院を目指して研鑽します。

城南病院広報誌

2012 vol.41



医師紹介

副院長　松村 克己

医師のご紹介

精神科　片岡 裕文

　今年の4月、2年に１

度行われる診療報酬

改定が行われ、今後の

日本の医療の方向付

けが行われました。こ

の中で目を引いたのが

「地域包括ケアシステ

ムの基盤強化」という

ことでした。「地域包括ケアシステム」とは地域の住民

の方に対して医療および在宅ケア、リハビリテーション

などの介護を含む福祉、さらには健康づくりなどの保健

活動を地域住民の方のニーズに応じて提供する仕組み

のことです。この概念自体は新しいものではなく、医療

施設などが十分でない地方の自治体病院などですでに

取り組まれているものです。

　私の前任地である小国公立病院でもこの「地域包括

ケアシステム」に取り組んでおり、当時からこのシステム

は地域の住民の健康を守るための一つの理想的な形で

あると感じていました。その概念が国全体が目指すもの

として前面に出てきたということです。

　ここ城南病院でも病院を新築し、内野院長のもと脳

血管障害、神経難病を含めてリハビリテーションセン

ターを構築しました。これを核とした通所リハビリテー

ションセンター、認知症デイケア、訪問看護、居宅介護支

援などのシステムがあり、さらにはサービス付き高齢者

住宅「きらり舞原」、住宅型有料老人ホーム「まいのはら」

がつくられました。

　城南病院はまさしく城南地区の「地域包括ケアシス

テム」そのものです。われわれ職員が一丸となり住民の

皆様の健康に貢献したいと思います。

　平成24年4月より精神科医師として勤務しており

ます、片岡 裕文と申します｡

　医師であるとともに、3人の子どもの父親でもあります｡ 

（加えて2匹の猫の面倒もみています。）

　毎朝、八代市内の自宅から自動車で約50分ほどか

けて通勤しております｡城南病院までの通勤途中の四

方に広がる景色はとても美しく、通勤時間は気分をリ

フレッシュできるひとときとなっております｡これから

夏に向けて、また秋から冬へと四季折々の景色が堪能

できるのも今後の楽しみの一つです｡同様に、城南病

院の施設も建て替え工事後、新しく様変わりし、非常

に美しく整っております。施設を取り巻く数多くの樹木

や花々、手入れの行き届いた中庭の空間、癒しの森の

荘厳な木々、広大なグラウンドの芝の緑などと相まっ

て、心休まる自然空間

がうまく演出されてお

り、最高の環境の下で

仕事ができることを大

変喜ばしく思っており

ます｡

　まだ右も左も分かり

ませんが、看護師をは

じめとする病院スタッフも皆とても優しく、職場の雰囲

気も良い、この恵まれた自然･医療環境ならびにスタッ

フと共に優れた精神科医療を目指し、一日も早く皆様

のお役に立てるよう頑張りますので、どうぞよろしくお

願いいたします｡

地域に必要とされる医療、介護とは

恵まれた環境の下で優れた精神科医療をめざして



　南2病棟は、定床40床の精神

科一般病棟です。

　主な対象疾患として、認知症

高齢者の方や、身体合併症を持

つ患者様が入院されています。

　今年度は、病棟の目標の一つとして“チーム医療”をス

ローガンに、スタッフ全員が患者様を尊重し、入院生活に

おいても、一人の患者様の人生として向き合い、医療・看

護・介護の連携を密に、患者様自身とご家族に、南２病棟

に入院して良かった、と満足を感じていただける治療環

境を目指しています。

　その実現のために、週ごとのチーム（Dr・Ns・介護・

PSW・PT・OT・STなど）による合同カンファレンスを実

施し、各専門スタッフ間で情報交換や伝達・共有を行い、

隙間のない支援システム作りに努めています。

　また、病棟スタッフ会議で、日々の業務内容・接遇面な

どを、看護と介護の両面から丁寧にチェックし、具体的に

改善・実行を重ね、双方の業務の充実を図ることにより、

安心・安全な治療環境の提供にもつなげています。

　今後、まだまだたくさんの改善点もありますが、病棟は

一つ屋根の下の家族と同じと考え、スタッフが一丸とな

り患者様に優しく寄り添いながら、常に患者様のペース

を大切に、「心からの笑顔があふれる病棟」を目指して努

力してまいります。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

病棟師長　
米原 ひとみ

南２病棟

南３病棟

　こんにちは、南3病棟の中野

です。今回は私が所属している

精神科一般病棟をご紹介いたし

ます。当病棟は38床の病床を有

し、入院される方の主な対象疾患は統合失調症やうつ病

です。また、当院は内科と精神科が併設されている特徴

から精神疾患を持ち、なおかつ身体合併症の治療が必要

な方や骨折などによりリハビリが必要な方も対象として

おります。“心と身体”の治療ができる事が当病棟の特徴

となっております。

　精神科といえば暗いイメージがあると思いますが、

当病棟は南館の3階にあり、各病室をはじめ食堂からも

中庭や遠くに見える山々などの豊かな緑と、暖かく射し

込む光、吹き抜ける風により自然を感じながら入院療養

できる環境にあります。

　病棟では社会復帰に向け、患者様の状態に応じた作

業療法や、病棟スタッフによるレクリエーション活動など

を行っています。また、受け持ち看護師を中心として、入

院時より患者様やご家族の意向を確認し、他職種との連

携を図りながら退院に向け支援しております。

　今年4月からは新たに精神科医を迎え、常勤2名の精

神保健指定医を中心とした治療と、内科医師による身体

疾患への対応も充実しております。

　病棟看護師やリハビリスタッフ、精神科ソーシャル

ワーカーなど院内での連携にとどまらず、急性期病院や

地域のクリニックの先生方・地域のサービス事業者との

連携を図りながら、患者様が地域で生活できるよう支援

していきたいと思います。今後ともよろしくお願いいた

します。

病棟係長　
中野 博之



地域リハビリテーションセンターをオープンし、地域と施設内での活動を積極的に

展開する体制となったリハビリ部門をご紹介します！

　リハビリテ－ション科としての運営を開始してか

ら、今年度で５年目を迎えることになりました。運営

開始時には理学療法士５名、作業療法士８名、言語

聴覚士１名、助手を含め１５名でしたが、現在では理

学療法士１９名、作業療法士１７名、言語聴覚士６名

ならびに健康運動実践指導者などを含め４４名とな

りました。リハビリテ－ション科では増員などに伴い

各疾患に対して効果的な治療を提供することもでき

るようになりました。今後は城南病院に入院されて

いる患者様やご家族、城南地域の皆様に対しても安

心してリハビリテ－ション科を受療していただくため

にも、職員一同より一層、研鑽していきたいと考えて

おります。

係長
平崎 孝英

リハビリテ－ション科の
変遷と展開

　言葉を聞いても理解できない、話せない、書

けないなどの失語症の方や大きい声が出ない、

舌が動きにくく発音がしにくいなどの構音障害

の方、言葉が思い出せないなどの認知症の方

が笑顔で安心してコミュニケーションが取れる

ように訓練を行っています。また、水や食べ物が

飲み込みにくいなどの摂食嚥下障害の方に対

して、安全においしく食べていただけるように

訓練や指導を行っています。

言語聴覚士
川添 太舟

言語聴覚部門

城南病院のリハビリって
どんなことをしているの？

りんご
は

どれで
すか？



木々の緑が美しい
中庭に面したリハビリ館

　作業療法では、食事・更衣・排泄といった身

の回りの動作や家事動作など、日常生活を送る

上で必要な動作を、可能な限り自分の力ででき

るように訓練を行います。当院では、認知症の

患者様に対して、手工芸などの創造的な作業、

音楽・風船バレーなどのレクリエーション活動

も行っています。患者様が好まれる作業活動を

取り入れ、楽しく笑顔でリハビリに参加してい

ただけるように努めています。

　平成24年4月、通所リハビリテーション「なご

み」横に地域リハビリテーションセンターが開

設されました。地域リハビリテーションセンター

ではリハビリスタッフが7名勤務しており、障害

を抱えている方や高齢者の方、またその家族の

方々が住み慣れた地域で安心して暮らしてい

けるよう、リハビリテーションの立場からさまざ

まな支援を行っていきます。例えば自宅に訪問

してのリハビリや福祉用具・住宅改修に関して

のご相談、介護に関するご相談なども受け付け

ております。また定期的に地域住民の方々に対

しての健康教室なども開催しております。自宅

で生活するにあたり何か困ったことがございま

したら気軽にご相談ください。

　精神科作業療法では、作業活動や人との関

わりを通して、生活リズムの改善や対人交流、

自信の回復など、楽しみながら心身の健康回

復を図ることを目的としております。また、認知

症の方々を主体とした活動にも取り組んでお

ります。

　病気により起き上がる、歩くなどの動作がう

まくできなくなり入院された方に対して、筋力訓

練や歩行訓練などを行い、在宅生活に戻れるよ

う支援します。また外来通院の方にも生活の質

を高めるための訓練を行っています。当院では

精神疾患を伴う身体障害の患者様にも対応で

きる理学療法を行っています。素晴らしい環境

の中で若いスタッフを中心に元気良く頑張って

います。

作業療法士
栗山 麻衣子

精神科作業療法士
堀川 晋助

作業療法部門

精神科作業療法部門

地域リハビリテーションセンター

理学療法部門

理学療法士
清田 智弘

今日こそは

負けませんよ～

作業療法士
上原 秀幸



　西1A病棟に配属になりました新人看護

師の窪田です。現在は看護部新卒初任者

研修も終わり、病棟での業務を日々頑張っ

ています。入職当初は初めて現場に出て

働くということもあり不安もあったのですが、１カ月が経ち、自然に

囲まれた環境の中で優しいスタッフの方々にも囲まれ、日々穏やか

な気持ちで業務に取り組むことができています。

　早く先輩看護師の方々のように、必要な技術と接遇を身に付け、

患者様に安心して入院生活を送っていただくための援助を行うこと

ができるよう心掛けて、業務に取り組んでいきたいと思います。

西2病棟 看護師　島野 彩香

西1A病棟 看護師　窪田 大介

看護師としての現状と抱負

あれこれ

平成２４年４月に入職した新人看護師の現状と、

４月１２日にオープンした住宅型有料老人ホーム

「まいのはら」についてご紹介します。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

全病棟スタッフを対象に
看護・介助時の留意点を
細かく指導しました

晴天と満開の桜の下で
新卒者を中心に３０名が入職しました

　入職し早くも1カ月が過ぎ、車での通

勤にも慣れてきました。今月から病棟勤

務も始まり、毎日先輩職員の皆さんに業

務・看護技術などを指導していただいて

います。患者様、ご家族、そして職員の皆さんから信頼される、笑

顔の素敵な看護師になるべく、日々自己研鑽に努めています。

　私生活では「健康的に、スマートに」をテーマに、大好きな水

泳やウオーキングを再開して体力づくりをしたり、美術館巡り

で内面磨きをしていきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。

新入職員を前に期待の言葉を伝える内野院長



　 出し昆布をのせ、

20分ほどおいてご飯

を炊く。

　

　 塩鮭は焼いてほぐ

しておく。（鮭フレーク

でも可）錦糸卵、青じ

そ、しょうがはせん切り

にする。

　

　 酢、砂糖、塩を鍋に

入れ、火にかけて合わ

せ酢を作る。

ごまと青じそでさっぱりとした夏メニュー。
鮭をちりめんじゃこで代用してもOKです。
イクラを載せればちょっと豪華な親子寿司！

●塩鮭（中辛）…120ｇ ●白すりごま…20ｇ
●青じそ…10枚　　  ●錦糸卵…50ｇ（卵1個分）
●しょうが…5ｇ　　　 ●しば漬…30ｇ
●精白米…3合　　　 ●出し昆布…適量
●砂糖…25ｇ　　　　●塩…小さじ3/5
●酢…大さじ４

　 炊き上がったご飯

をボールに移し、合わ

せ酢を回し入れ、ご飯

の固まりをほぐしなが

ら切るように混ぜる。味

を見て整える。

　 荒熱がとれたら4.
に塩鮭、白すりごま、しょ

うが、青じそ（半分）を加

えて混ぜる。器に盛り、残

りの青じそ、錦糸卵、しば

漬を盛りつけて完成。

 （1人分：435kcal）

1.

2.

3.

4.

5.

材料（4人分） 鮭には良質のたんぱく質、ビタミンA、ビタミンB
群、ビタミンDが含まれています。また、脳の活性
化に役立つといわれるDHAや動脈硬化を防ぐ
EPAなども含まれており、子どもにも大人にもお
すすめの食材です。

住宅型有料老人ホーム 「まいのはら」
施設長補佐　岩永 千津代

あれこれ

　かねてより改装工事を行っておりまし

た北館の工事が終了し、4月12日より有

料老人ホームとして入居の申し込み受付

を開始いたしました。静かな緑の中にある

明るく広い落ち着いた部屋と、病院敷地

内にあるため安全・安心ということで、多

くの見学者の方々から賞賛の声と、多数の入居申し込みをいた

だきました。5月初旬現在で、すでに24名の方が入居され、さらに

10名以上の方の予約をいただいており、順調にスタートしています。

　入居者様は、ホーム職員の見守る中、併設の訪問介護事業所の

ヘルパーによる訪問介護を受けながら、当院内施設のデイケアや

通所リハビリを利用し毎日を過ごされています。私たち職員は、入

居者様やご家族の方々に安全・安心を提供し満足していただける

よう、今後も研修を重ね努力していきたいと思っています。今後と

もどうぞよろしくお願いいたします。

住宅型有料老人ホーム
「まいのはら」オープン

初めての入所者を迎えた
オープン当日。ご家族を交
えての開所式を行いました

レシピ紹介 　　 管理栄養士　南部 美由紀



外来診療担当医

内科
神経内科
呼吸器内科
消化器内科
外科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター サービス付き高齢者向け住宅 きらり舞原
住宅型有料老人ホーム まいのはら グループホーム・ケアホーム けやき

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/ 熊本 城南病院 検 索
〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

脳神経外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
精神科

内野克

内野克

中津

中津

木村貴

片岡

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

中津

中津

中津

木村貴

松村

内野院長

内野院長

松村

中津

中津

木村貴

髙橋

村方

中津

中津

担当医

松村

小出

松村

中津

中津

中津

木村貴

木村竜

中津

中津

木村貴

中山

村方

小出

中津

中津

中津

木村貴

髙橋

中津

中津

中津

大串

大串

内野克

内野院長

内野院長

木村貴

木村貴

片岡、担当医

木村竜

木村貴

木村貴

月 曜

内 科

神 経 内 科

神経難病外来

呼吸器内科

消化器内科

（内視鏡・超音波）

外 科

リハビリテーション科

精 神 科

整 形 外 科

皮 膚 科

診療科目

小野
月2回不定

担当医

担当医
再診のみ

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

表紙写真：院内グラウンドにて撮影

外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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バス・タクシーをご利用の場合

熊本交通センターから
「4番のりば」で、「乙女経由甲佐行き」に乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」に乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

JR富合駅から
「国町駐車場バス停」より「南区役所経由城南総合出張所行き」に乗車、
「城南総合出張所」で下車。その後タクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合

九州自動車道御船ＩＣより車で10分

私たちは、病める人の気持ちを理解し、信頼され、
選ばれる病院を目指して研鑽します。

城南病院の理念

バリュー
常に患者様本位で考え行動します。
専門医療を推進するため謙虚な態度で日々研鑽に努めます。
地域、社会ならびに医療機関との連携を推進します。
心身両面にわたる自立支援を多職種協同で実現します。
互いに尊敬と協調の心を持ち、仕事に専念します。




